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そうだ京都行こう 

 ５月２１日（日）～２３日（火）の日程で、京都、

奈良への修学旅行が行われました。私も３年

生と一緒に参加してきました。 

 ３年生にとって、小学校の時は日光への修

学旅行は行われていなかったので、初めての

宿泊行事です。きっといろいろな期待感と緊

張感が重なった行事であったと思います。 

 さて、そんな３年生が考えた修学旅行のス

ローガンは 

最高の仲間と最高の思い出を 
というものでした。 

 この言葉を聞いたとき、３年生にとって「最

高の仲間」というのは、なんとなくわかった

気がしたのですが、「最高の思い出」というの

はどういった思い出なんだろうと考えました。 

 この３日間、３年生の様子を見ていると、本

当に楽しそうでした。一人一人が充実してい

たと思うのです。しかし普通に、「楽しかった

～」ぐらいでは「最高の思い出」とは言えない

と思うのです。ではどのようなときに「最高

の思い出」と価値づけられるのか。それは３

年生が作った修学旅行のしおりにある、実行

委員長さんの言葉にヒントがありました。 

①メリハリをつけて楽しむときは楽しむ。 

 これは、「メリハリ」という言葉にあるように、

集団として行動するときに、個人の都合だけ

を追い求めないで、仲間のことをしっかり意

識しようということだと思います。わがまま

にならないように、時間を守るとか、ルール

を大切にするとかそういったことも含まれて

いると思います。 

②かかわってくれた人への感謝の気持ち 

 ３年生が今回修学旅行という特別な時間を

過ごすことができているのは、多くの人が３

年生を支えてくれているということです。で

あるとすれば、自分たちが楽しむことができ

ているのは、いろいろな人々のおかげなんだ

ということを忘れてはいけないということで

すね。３年生を送り出してくれた人もいれば、

迎え入れてくれる人もいます。多くの人のお

かげで修学旅行が行われているのですね。 

③その方々が関わって良かったと思える 

 そして、この最後のみんなにかかわった人

が「関わって良かった」と思えるということが、

とても重要だと思います。失礼な集団に対し

ては関わりたいとは思いませんし、もう二度

と会いたくないと感じるでしょう。かかわっ
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出発前日の学年集会の様子 

新横浜駅で新幹線を待っています 

ホテルの人もみんなを待っていてくれました 



あなたが好き 私が好き 横須賀が好き と誇れる人づくり 

てくださった方々が、「また会いたいな」と思

っていてくださるなら、それはきっとある意

味で最高の修学旅行です。自分自身の評価

だけでなく、他の人からのお褒めの言葉なの

ですから、自分たちが気付かない良さもきっ

と感じていただけたということです。さらに

は、今の２年生がもしかするとお世話になる

かもしれないのですから、とても重要です。 

 ちなみに、２日目のタクシーの運転手さん

が私にこんな話をしてくれました。 

 

 ２年前、野比中の修学旅行でタクシーを

運転しました。あの時の生徒さんたちは

とってもよい子たちで、私にお守りをく

れたんです。あの時、とってもうれしかっ

たんで、今回、野比中の生徒さんにまた会

えると思って楽しみにしていたんです。 

 

 この言葉は深いですね。今年だけでなく、

野比中生として、めぐりあわせがずっと続い

ているのです。毎年何万人という観光客が京

都を訪れているはずですが、その中で野比中

のことを憶えていてくださったということは

本当にありがたいことです。 

 勝手に実行委員長さんの言葉を３つに分割

して考えてみましたが、この３つの視点をも

とに今回の修学旅行をとらえてみると、本当

に３年生が最高の修学旅行を経験できたか

どうか、見えてくると思います。 

 新横浜に到着した後、バスで野比に戻って

きました。バスを降りていく３年生の様子を

見ていて、あっ、最高の修学旅行になったん

だなと私は感じました。３年生はどう思って

いるのだろう？校長室まで報告に来てくだ

さい。 

最高の仲間 
 さて、最高の思い出については実行委員長

さんの言葉から、３つの視点で語れるとして、

「最高の仲間」については、どう判断しましょ

うか。 

 私はこの答えはこの後の行事で出てくるの

ではないかと考えています。３年生の場合、

この後合唱祭、NOBILYMPIC、そして卒業

式と、仲間づくりの真価が問われる行事が続

いていきます。そこでの姿で最高の仲間にな

れたかどうかがはっきりします。 

 私にっての最高の仲間は、①学び合う仲間、

②お互いに成長を願っている仲間、③苦しい

時こそ、わかり合い、寄り添い合える仲間、な

のではないかと思っています。 

 

 さて、今回、修学旅行の話題でしたので、３

年生を中心に記事にしてみましたが、よくよ

く読んでみると、「最高の仲間」と「最高の思

い出」は３年生に限ったことではありません。

１・２年生の皆さんも、学年行事が続いていま

す。最高の野比中生を目指してください。 

ホテルの退館式。生徒会長のあいさつ！ 

 

嵐山の竹林。観光客がたくさん！！ 

渡月橋の前で。とにかく京都は暑かった！ 


